
チ
ヨ

チ
ョ
ウ
リ
エ
ウ
ジ

長
翻
寺
邸
荒
川
三
一
川
〈
今
の

山
川
)
に
在
っ
て
、
国拠
宗
束
振
に
M

副
ず
る
。

チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
テ
イ
長
流

事

江

泊
川
大
場
寺

岡
な
る
山
田
大
山
揖
寺
務
邸
の
一
例
大
場
寺
川
に
而
し
て

建
て
ら
れ
る
。
桁
行
五
閥
、
梁
附
凶
刷
字
、
中
央
部

二
笠
を
眠
出
版
と
し
、
そ
の
州
問
に
腿
き
入
側
を
総
ら

し
、
・
倒
及
び
務
総
二
附
字
、
陥
附
玄
山
町
一
間
半
、
屋

艇
は
問
注
諮
柿
作
〈
今
住
瓦
誌
〉
で
あ
る
。
注
物
の
姿

態
平
間
共
に
山
純
で
は
あ
る
が
、
中
山
室
に
於
け
る
床

長
夜
の
熔
般
を
緋
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
↑冗
一
之
附
・脇
棚
及
び
書
院
怖
の
子
法
、
各
部
の
建
具
そ
の

年
榊
仰
出
術
祭
止
の
後
、
目
白
夜
白
光
院
彼
飾
し
て
=
二
他
の
形
式
は
郷
特
の
窓
眠
か
ら
成
。
、
泌
摘
の
棋
に

耐
氏
を
都

L
、

一
時
一
岬
峨
に
列
し
た
。

一
好
趣
航
浴
す
る
。
も
と
河
拙
御
む
γ

と
も
い
ひ
、
滞
侯

チ
ョ
ウ
リ
カ
ン
ヌ
シ
キ
ロ
ク

長
吏
紳
主
記
録

一
巡
粧
の
間
別
で
あ
っ
た
が
、
今
は
江
抑
制
批
の
有
に
邸

一
加
。
白
山
比
時
制
批
申取
引
の
第
七
帆
と
し
て
活
版
に

一
し
、
昭
和
九
年
一
且
同
伐
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
た
。

附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
間
耐
枇
の
文
山
中
、
稲

一
こ
の
建
物
の
建
築
年
代
は
、『
南
無
堅
平
地
耐
血
(
諸
判
官

鈍
っ
た
も
の
で
、
別
出
向
か
ら
安
政
頃
ま
で
の
新
し
い

一
日
出
。
市
川
県
五
日
m
間
五
侍
者
谷
凶
。
波
永
六
年
十
一
且

も
の
を
集
め
て
あ
る
o
第
三
靴
白
山
比
時
制
制
文
山

一
二
日
。
御
一防
総
説
那
谷
法
印
山
由
附
円
。
御
奉
行
大
訓
佐

及
び
第
六
制
執
奏

'am必
滞
文
内
と
例
せ
て
、
同
柳
沢
右
衛
門
・
問
巾
十
左
術
門
。
大
工
塚
本
音
右
衛
門
。

枇
文
討
の
全
部
そ
成
す
も
の
で
あ
る
。

一
小
工
山
内
本
小
兵
術
0
』
と
犯
し
た
制
札
の
渡
先
に
よ
っ

チ
ョ
ウ
リ
キ
ユ
ウ
キ

長
支
窓
記
」
i
穴
加
。
白

一
て
知
ら
れ
、
滞
侠
前
川
利
直
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

山
本
自
の
日
目
前
叫
が
公
法
に
約
す
る
む
包
の
文
内
を
掠

チ
ョ
ウ
リ
ヨ
ウ

澄

令

白

山
本
宮
の
H
M
E
。
澄

め
た
も
の
で
、元
文
允
年
か
ら
文
政
十
二
年
に
，p
u、
自
の
子
。
天
明
五
年
(
凶
作
十
と
す
る
は
非
〉
父
幻
自
裂

そ
の
巾
天
問
問

4
か
ら
明
利
一川
年
に
京
る
第
二
加
が
後
H
N
夜
の
販
を
間
四
ぎ
、
文
化
十
二
年
凶
且
朔
日
七
枇

似品叫
に
印
刷
し
て
山
る
。
こ
の
叫
今
は
出
山
比
時
制
駐

一
惣
H
H
淀
の
給
盲
削
減
、
文
政
元
年
六
且

H
五
日
六
十

策
引
い第
二
帆
と
し
て
活
版
に
附
せ
ら
れ
て
阿
る
。

一
九川
崎
を
以
て
寂
。

チ
ョ
ウ
リ
ヤ
シ
キ

長
吏
屋

殴

白

山
包
民
誕
の

チ
ョ
ウ
レ
イ
イ
ン

長
齢
院
前
川
利
容
の
室
。

鹿
取
は
、
白
山
比
時
制
批
の
北
陥
に
在
る
o
初
め
六

-
利円
訟
の
ほ
竹
野
氏
の
法
制
仇
o

n
し
く
は
技
師
院
妙
h

仇

段
の
地
で
あ
っ
た
が
、
闘
い
江
八
年
の
織
地
以
後
四
段

一
大
姉
。

と
な
っ
た
o

-

チ
ョ
ウ
レ
イ
ジ

長
齢
寺

〈
一
〉
的
革

l
凶
・川
郡

チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
澄
随

J
ホ
ウ
〆
イ
ポ
ウ
資

一
小
島
に
在
っ
て
、
町
制
宗一
に
印
刷
す
る
。
山
桜
は
久
山
世

代
的
。

一
山
o
天
正
中
前
川
利
家
七
陥
在
臓
の
時
、
越
則
前
期

チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

長
龍
寺

川
相
咋
川
村
朕
に
在
な
る
資
制
寺
の
大
盗
主
徐
を
前
じ
て
こ
L

に
貨
附
寺

っ
て
、
真
宗
一
出
版
に
凶
す
る
。

一
を
起
て
、
そ
の
芸
作
に
診
る
に
及
ん
で

X
大
活
に
臼

側
帯
を
建
て
し
め
た
。
文
政
三
年
大
港
一
円
び
常
警
に

入
り
、
政
め
て
日
記
蹴
寺
と
群
し
た
。
長
院
は
利
家
の

ほ
の
院
川
町
で
あ
る
。

会
一
〉
川
問
貸
!
日
寺
に
前
倒
利
家
の
父
利
容
の
俄
倣
が

あ
る
。
も
と
避
設
に
配
っ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
組
本

山
山
色
で
あ
り
、
大
正
二
年
四
且
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ

た
。
そ
の
他
前
回
安
防
白
像
・芳
容
院
m
M
像
・
利
政
儲

倣
及
び
E
M
t
山
首
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
た
利
家
制
像

が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
安
紡
と
都
せ
ら
れ
る
も
の

チ
ヨ
ニ
ヲ
シ
ユ
ウ
千
代
尼
句
集
ハ
一
〉
千
代
尼

句
集

l
一
加
。
金
相
仰
の
制
人
航
自
編
。
貧
困
川
十
四
年

叩
巾
春
雨
越
除
松
凶
序
、
貸
出
間
十
三
突
来
初
各
字
化

坊
践
。
一
一尽
嬬
昆
治
兵
衛

・
江
戸
山
附
金
兵
術
板
。
宇

中
の
仰
千
代
尼
皆
、
支
考
・
饗
林
の
千
代
に
山
間
て
た

消
息
与
を
縦
せ
て
、
次
に
千
代
の
勾
を
集
録
し
て
あ

る
。
こ
れ
は
千
代
尼
存
生
の
昨
の
句
集
で
あ
る
が
、

協
か
ろ
か
・州
開
始
釣
り
・起
き
て
見
つ
な
ど
の
句
は
な

〈
、
そ
の
郎
千
代
女
也
は
平
保
十
年
に
留
か
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、『
H
と
せ
の
春
款
を
絞
て
云
止

、
い
ま

だ
防
砂
の
同
地
上
に
相
生
の
名
も
あ
ら
ず
と
か
や
』
と

あ
る
な
ど
注
認
す
べ
き
で
あ
る
。
本
自
は
後
文
久
三

年
初
春
江
戸
丁
子
陸
平
兵
相
剛
容
か
ら
こ
山
本
と
し
て

再
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。

。
一
〉
は
い
か
い
松
の
霞

l
一
加
。
飢
自
の
編
す
る
所

で
、
明
和
半
卯
各
被
灰
序
、
明
利
半
卯
冬
牢
化
坊
山
附

吏
訟
が
あ
り
、
京
橘
屋
治
兵
衛
板
で
、
千
代
尼
句
集

の
後
編
で
あ
る
。
本
智
は
後
に
文
久
三
年
江
戸
丁
寧

屋
苧
兵
衛
か
ら
鍛
千
代
尼
句
集
と
組
L
、
二
加
本
と

は
、
金
保
田
町
明
寺
磁
の
儲
品
開
に
酪
似
す
る
か
ら
利
家

で
あ
る
と
思
は
れ
、
今
利
家
と
す
る
も
の
は
却
っ
て

安
勝
で
な
い
か
と
の
設
が
あ
る
。

チ
ヨ
h
y
シ

勅

使

江

沼

郡
那
谷
谷
に
倒
す
る
郎

町
問
。
江
氾
志
稿
に
、
花
山
法
皇
の
勅
使
河
原
右
一
一況
の

応
刷
叫
が
勅
佼
村
と
河
原
村
と
の
聞
に
在
る
と
し
、

一

訟
に
そ
れ
を
河
原
四
郎
左
衛
門
と
も
す
る
が
、
そ
れ

は
地
名
に
悲
づ
〈
体
設
で
あ
ら
う
。
大
日
本
地
名
跡

典
に
は
、
古
へ
の
効
回
日
間
の
あ
っ
た
腕
な
る
べ
く
、

勅
伎
の
地
名
緒
川
に
在
る
も
の
皆
同
例
で
あ
る
と
し

て
ゐ
る
。

チ
ヨ
ヲ
シ
ガ
マ
勅
使

窯

江

沼
制
仙
制
使
に
あ
っ

た
陶
紫
。
凶
間
二
年
山
本
庄
右
衛
門
の
創
め
た
も
の

で
あ
る
。

五
四
五

し
て
再
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。

2
5千
代
尼
句
集

l
天
保
の
頃
柳
組
下
痢
閉
が
、
前

記
貸
出
同
本
の
句
序
を
鎚
じ
て
出
版
し
た
も
の
。
刊
記

は
無
い
。

(
凶
〉
挙
中
千
代
尼
句
鋭

l
一
加
。
鋭
的
本
の
附
箆
の

訟
を
最
初
に
白
き
、
消
息
文
な
ど
を
除
き
て
句
の
み

と
し
、
新
た
に
大
夢
坊
の
総
を
加
へ
て
祭
中
本
と
し

た
も
の
。
そ
の
治
加
十
六
品
川
中
イ
二
句
は
丈
草
の
作

を
出
じ
た
。
ぷ
永
二
年
東
部
瓜
笈
訟
英
大
助
等
彼。

(
出
〉
都
中
千
代
尼
句
集

l
一
加
。
明
和
本
に
貸
出
川
本

の
一
郎
分
と

m此
(
不
明
の
句
と
を
仰
せ
て
兇
遊
の
出

版
し
た
も
の
。
安
政
六
己
米
初
各
加
肌
剛
山
細
胞
穴
山
大

拶
幼
の
停
が
あ
る
。

チ
ヨ
ニ
ヅ
カ
千
代
尼
塚

石

川

胤
松
任
中
町
禦

興
寺
の
門
内
に
在
る
。
千
代
尼
二
十
五
回
患
に
ね
っ

て
建
て
た
句
仰
で
、『
用
も
見
て
我
は
こ
の
"
を
か
し

〈
悦
』
の
能
川
川
を
刻
ず
る
。

チ
ヨ
ヒ
口
千
代
廃

加

引
の
万
工
。
加
州
佐
マ

代
附
と
切
る
。
元
職
凶
。

チ
ョ
マ
チ
千
代
町

勿
川
川

ω知
院
に
印
刷
す
る

部
古
川
。
千
代
川
の
名
は
夙
に
大
永
六
年
十
H
A
の
一
包

批
判
叫
股
年
日
米
銭
納
帳
に
見
え
る
。

チ
ョ
マ
チ
ハ
ナ
千
代
町
鼻

羽
咋
川

ω知
院
に

あ
っ
た
地
名
。
明
拙
八
年
十
二
且
凶
日
出
山
花
元
利

一
宮
衆
徒
川
品
等
同
級
に
、『
刊
刈
在

ω智
院
千
代
町

内山
米
地
分
』
と
あ
る
。

チ
ヨ
モ
リ
千
代
守

加
引
の
刀
工
。
加
州
佐
際

限
千
代
守
と
切
る
。
永
正
凶
。

チ
ヨ
ロ
ケ
ン
ポ
ウ
ズ
ち
よ
ろ
け
ん
坊
一王

務
政

時
代
の
政
末
に
来
た
限
内
の
物
れ
ひ
で
、
大
き
な
品
川

刷
出
に
紙
を
張
。
、
阪

・
ぬ
と
前
を
出
い
た
口
と
を
紡

き
、
全
身
に
そ
れ
を
被
白
、両
側
か
ら
院
を
抗
い
で
、

繭
手
に
悶
を
持
ち
、
仙
の
一
人
は
太
鼓
で
略
し
た
。


